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はじめに

種子の直播きによる森林造成という手法は古くから試みられて

おり、例えば1960年代の北米では、広大な山火事跡地の再造林を

目的に、播種機械を使用した大規模で低コストな直播き法の研究

が盛んに行われました。しかし、今日の我が国では、戦後進めら

れた拡大造林に見るように、専ら植栽による森林造成が主流です。

我が国のように変化に富んだ気候や地形に多様な植生が自然繁茂

する立地において、目的の樹種を計画的な本数密度で成立させる

には、直播きよりも植栽による方が遥かに確実性が高かったため

であろうと考えられます。

森林には、木材資源としてだけでなく、防災機能や水源かん養

機能など重要な公益的機能があります。長い海岸線を持つ本県で

は、海岸クロマツ林による潮風・飛砂からの人家・田畑の保全は

不可欠ですが、昭和46年頃から発生した松くい虫被害が今日でも

猛威をふるい、海岸クロマツ林が衰退しています。これまで治山

事業によって、年間およそ３万本ものクロマツが植栽され、海岸

クロマツ林の再生が進められてきました。また、本県では平成19

年度より「いしかわ森林環境税」が導入され、放置人工林を強度

間伐し針広混交林とすることで、公益的機能を高める環境林整備

が進められています。

海岸クロマツ林再生においては、過酷な生育環境にも適し、災

害や病害に強いマツの育成と、更なる低コスト化意識が求められ

ます。また、環境林においても、強度間伐後に確実に広葉樹を更

新させる技術が求められています。このような課題を解決する有

効な手段と言えるのが、直播きによる森林造成です。本書では、

海岸林におけるクロマツ、そして環境林においては数種の広葉樹

について、種子の採取調整法、播種法、そして初期の保育管理法

について解説します。
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１．直播きの考え方

直 播 き に は 、 次 の よ う な 特 徴 が あ り ま す 。

自 然 な 根 張 り

植 栽 苗 の 場 合 、 床 替 え や 植 栽 の た め 根 切 り が

不 可 避 で す が 、 直 播 き に よ れ ば 根 切 り は 不 要 と

な り ま す 。 そ の た め 、 直 播 き に よ る 苗 は 自 然 な

根 張 り で 生 育 で き る た め 、 現 地 環 境 へ の 適 応 性

や 病 害 へ の 耐 性 が 高 ま る と 考 え ら れ ま す 。 特 に 、

強 風 ・ 乾 燥 の 厳 し い 海 岸 林 に 生 育 す る ク ロ マ ツ

は 、 直 根 を 地 中 深 く 伸 長 す る こ と で 、 多 く の 水

分 を 吸 収 し 、 健 全 に 生 育 す る こ と が で き ま す

（ 写 真 － １ ） 。

低 コ ス ト 化

種 子 は 安 価 で 、 ま た 苗 木 の 養 生 過 程 を 経 な い

た め 苗 畑 に お け る 育 苗 経 費 が か か り ま せ ん 。 ま

た 、 造 林 段 階 で の 苗 木 の 植 栽 労 務 経 費 と 比 べ る

と 、 直 播 き に 要 す る 労 務 経 費 は 安 く な り ま す 。

写真－１．同齢（２年生）の
クロマツ苗の根の様子

左：植栽苗（植栽１年後掘り取り）
右：実生苗
現地で芽生え育った苗（実生苗）は
長い直根を伸長し、地中深くの水分
を吸収できる。
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２．種子の採取と調整－①クロマツ

採 取 方 法

ク ロ マ ツ は ４ ～ ５ 月 に 開 花 期 を 迎 え 、 雌 花 が

受 粉 し て 、 翌 年 1 0 月 頃 に 球 果 （ 松 ぼ っ く り ） が

成 熟 し ま す 。 年 に よ り 豊 凶 作 が あ り ま す が 、 球

果 の 成 熟 に １ 年 半 か か る た め 、 前 年 の 開 花 状 況

で 、 あ る 程 度 の 豊 凶 作 が 予 想 で き ま す 。

球 果 の 採 取 は 、 1 0 ～ 1 1 月 に 行 い ま す 。 時 期

が 遅 れ る と 、 球 果 が 裂 開 し 種 子 が 飛 散 し 始 め る

の で 、 球 果 の 裂 開 す る 前 に 採 取 し ま す 。 こ の 時

期 に ま だ 球 果 が 緑 色 で あ っ て も 、 種 子 は 成 熟 し

て い る の で 採 取 し て 構 い ま せ ん 。 一 方 、 地 上 に

落 ち て い た り 、 枝 に つ い て い て も 黒 色 に な っ た

球 果 は 前 年 以 前 の 古 い も の で 、 種 子 は 入 っ て い

ま せ ん 。 雨 天 時 に は 鱗 片 が 閉 じ 、 球 果 の 新 旧 が

判 別 し に く く な る の で 注 意 が 必 要 で す 。

写真－２．クロマツ球果の採取状況と球果

種子は球果の中に入っている。
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 球 果 は 枝 か ら 手 で も ぎ 取 り 採 取 し ま す 。 高 所

に 球 果 が あ る 場 合 は 、 高 枝 切 り 鋏 で 枝 を 切 り 落

と し た 上 で 球 果 を も ぎ 取 り ま す 。

調 整 と 保 存 方 法

採 取 し た 球 果 は 速 や か に 天 日 乾 燥 し ま す 。 乾

燥 が 進 む と 鱗 片 が 開 き 、 隙 間 か ら 種 子 が 脱 落 し

て き ま す 。 天 日 乾 燥 で き る ほ ど の 好 天 が 見 込 め

な い と き は 、 暖 房 器 具 で も 乾 燥 で き ま す が 、 直

接 熱 風 を 当 て な い よ う に し ま す 。 乾 燥 中 に 種 子

が ネ ズ ミ 等 に よ り 食 害 を 受 け る 恐 れ が あ る の で 、

適 宜 、 金 網 等 で 保 護 し ま す 。 鱗 片 が 自 然 に 開 か

な い 球 果 の 種 子 は 生 育 不 良 で 発 芽 能 力 を 持 た な

い こ と が 多 い の で 使 用 し な い 方 が よ い で し ょ う 。

採 取 し た 種 子 の 翼 は 手 で も ん で 取 り 、 風 選 あ

る い は ふ る い が け し て 除 き ま す 。 ま た 、 不 良 種

子 が あ れ ば 取 り 除 い て お き ま す 。

保 存 す る 場 合 は 、 紙 封 筒 な ど に 入 れ て ２ ℃

（ 少 な く と も ５ ℃ 以 下 ） で 低 温 貯 蔵 し ま す 。 保

存 は ４ ～ ５ 年 可 能 で す が 、 保 存 期 間 が 長 く な る

ほ ど 発 芽 能 力 は 低 下 し て い き ま す 。

写真－４．精選されたクロマツ種子写真－３．球果の乾燥
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２．種子の採取と調整－②広葉樹

採 取 方 法

広 葉 樹 は 樹 種 に よ っ て 、 樹 下 に 自 然 に 落 下 す

る タ イ プ 、 風 に 運 ば れ る タ イ プ 、 鳥 な ど の 動 物

に 運 ば れ る タ イ プ に 分 け ら れ ま す 。 そ れ ぞ れ の

特 性 を 考 え て 種 子 を 採 取 し 、 調 整 お よ び 保 存 し

ま す （ 表 － １ ） 。 ド ン グ リ の 類 は 成 熟 し た ら 樹

下 に 落 下 す る た め 、 拾 い 集 め る こ と が で き ま す 。

し か し 、 ミ ズ メ の よ う に 小 さ く て 風 で 運 ば れ 易

い も の や 、 サ ク ラ の よ う に 鳥 に 運 ば れ る も の な

ど は 、 散 布 さ れ る 前 に 直 接 も ぎ 取 る 方 が 効 率 的

で す 。 な る べ く 、 豊 作 の 年 に 採 取 し た 方 が 健 全

な 種 子 を 多 く 得 る こ と が で き ま す 。 ブ ナ は １ ～

５ 年 に 一 度 、 他 の 樹 種 は 隔 年 な い し は ２ ～ ３ 年

に 一 度 豊 作 年 が 訪 れ ま す 。

表－１．主な広葉樹の種子の採取・調整・保存方法

ブナ

クヌギ

コナラ

ミズナラ

トチノキ 9月上～下旬

ケヤキ 拾い集め 11月上～下旬

ミズメ もぎ取り 9月上～下旬

ミズキ 9月上～下旬

ヤマザクラ 6月上～下旬

樹種

拾い集め

もぎ取り 水に漬け果肉除去

とりまきが基本
砂に混ぜて低温貯蔵

湿砂に混ぜて低温貯蔵

水に浸け殺虫

日陰干で脱粒 風乾後低温貯蔵

採取時期 調整方法採取方法 保存方法

堅果類
（ドングリ類）

風散布類

鳥散布類

種子タイプ

10月上
～下旬
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 調 整 と 保 存 方 法

採 取 し た 種 子 の 取 り 扱 い は 、 苗 畑 に 播 く 場 合

と 基 本 的 に 同 じ で す 。 広 葉 樹 は 針 葉 樹 と 違 っ て 、

種 子 が 乾 燥 す る と 発 芽 で き な く な る 樹 種 が 多 い

の で 、 保 存 に 注 意 が 必 要 で す 。

① ド ン グ リ 類

ド ン グ リ 類 は 中 に 虫 が 入 っ て い る こ と が 多 い

の で 、 採 取 後 １ 、 ２ 日 水 に 浸 け て 殺 虫 し ま す 。

ド ン グ リ 類 は １ 年 以 上 の 保 存 は 難 し い の

で 、 採 取 後 直 ち に 播 く か 、 翌 春 に 播 き ま す 。 春

播 き す る 場 合 は 、 乾 燥 さ せ な い よ う に 砂 な ど と

混 ぜ て 冷 所 （ ５ ℃ 程 度 ） に 保 存 し 、 ３ 月 下 旬 か

４ 月 上 旬 に 播 き ま す 。 播 種 前 に 一 昼 夜 水 に 浸 け

て 十 分 に 水 分 を 保 持 さ せ ま す 。 コ ナ ラ ・ ミ ズ ナ

ラ は 秋 に 、 ブ ナ ・ ク ヌ ギ ・ ト チ ノ キ な ど は 保 存

中 （ ２ 月 頃 ） に 幼

根 が 伸 び る こ と が

あ り ま す 。 幼 根 は

伸 び て も 芽 の 伸 長

に は 支 障 は あ り ま

せ ん の で 、 そ の ま

ま 土 の 中 に 埋 め て

く だ さ い 。

写真－５．コナラの種子（ドングリ類）
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 ② ケ ヤ キ

採 取 後 、 日 陰 干 し し 小 枝 か ら 種 子 を も ぎ 取 り

ま す 。 種 子 を 水 に 漬 け て 、 浮 遊 し た 中 身 の 無 い

不 良 種 子 を 取 り 除 く こ と で 、 充 実 種 子 を 選 り 分

け ま す 。 播 種 は 、 秋 ま た は 春 に 行 い ま す 。 秋 播

き の 場 合 は 、 不 良 種 子 を 取 り 除 い た 後 、 直 ち に

播 き ま す 。 春 播 き の 場 合 は 、 ２ ～ ３ 日 陰 干 し し

て か ら 水 気 を 十 分 に 取 り 除 き 、 低 温 （ ５ ℃ 程

度 ） 密 封 貯 蔵 し て か ら 、 ３ 月 下 旬 か ら ４ 月 上 旬

に 播 き ま す 。 ２ ～ ３ 年 貯 蔵 す る 場 合 は １ ～ ３ ℃

で 保 存 し ま す 。

写真－６．左：多数の結果枝を付けたケヤキ、右：結果枝と果実

果実
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 ③ ミ ズ キ や サ ク ラ 類

採 取 後 、 水 に 浸 け て 果 肉 を 取 り 除 き ま す 。 秋

播 き は 種 子 を 取 り 出 し た 後 直 ち に 、 春 播 き は 種

子 を 湿 ら せ た 状 態 で 低 温 （ ５ ℃ 程 度 ） 貯 蔵 し た

後 、 ３ 月 下 旬 か ら ４ 月 上 旬 に 行 い ま す 。 こ れ ら

の 樹 種 に は 、 発

芽 が 播 種 後 ２ 年

目 に な る 場 合 が

あ る の で 注 意 が

必 要 で す 。

④ ミ ズ メ

果 穂 ご と 採 取

し 日 陰 干 し た の

ち 、 手 で 揉 ん で

種 子 を 取 り 出 し

ま す 。 秋 播 き は 、

種 子 を 取 り 出 し

た 後 、 直 ち に 実 行 し ま す 。 春 播 き は 、 種 子 を 低

温 （ ３ ℃ ） 乾 燥 貯 蔵 し た 後 、 ３ 月 下 旬 か ら ４ 月

上 旬 に 行 い ま す 。 種 子 は 、 低 温 乾 燥 貯 蔵 に よ っ

て ５ ～ ６ 年 貯 蔵 で き ま す 。

写真－７．ミズキの果実

写真－８．サクラ類の果実
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３．海岸でのクロマツ林造成

地 拵 え

海 岸 砂 地 に お け る 播 種 に は 、 地 表 の 植 生 や 落

葉 落 枝 を 剥 ぎ 取 り 、 で き る だ け 裸 地 化 す る こ と

が 重 要 で す 。 ま た 、 耕 耘 を よ く 行 い 、 砂 中 に 残

存 し た 根 を 極 力 取 り 除 く よ う に し ま す 。

こ の よ う に 、 地 表 の 植 生 や 有 機 物 を 取 り 除 き 、

栄 養 分 の 乏 し い 砂 地 を 露 出 さ せ る こ と で 、 種 子

の 腐 敗 を 招 く 雑 菌 類 が 大 幅 に 減 少 し ま す 。 ま た

発 芽 後 の 梅 雨 期 に ク ロ マ ツ 実 生 の 生 育 空 間 が 植

生 に 鬱 閉 さ れ て い る と 、 実 生 の 樹 勢 が 弱 ま り 立

枯 病 等 の 樹 病 を 併 発 し て 、 大 量 に 枯 死 す る 危 険

性 が あ り ま す 。

写真－９．地表植生や落葉落枝を剥ぎ取り裸地化した様子

地拵え前 地拵え後

じ ご し ら
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耕 耘 は な る べ く 深 い 部 分 ま で 行 い 、 平 坦 に 仕

上 げ る こ と が 望 ま し い で す 。 海 岸 砂 地 は 、 微 小

な 地 形 の 変 化 に よ り 地 中 の 含 水 率 が 変 動 し や す

い 性 質 が あ り ま す 。 特 に 丘 地 形 で は 含 水 率 が 著

し く 低 く な り が ち で す 。 造 林 事 業 と し て 画 一 的

に 管 理 す る た め に 、 不 均 一 性 は な る べ く な く し

て お い た ほ う が 効 率 的 で す 。

小 規 模 な 施 工 で あ れ ば 、 地 拵 え 作 業 は 人 力 に

よ る こ と に な り ま す が 、 あ る 程 度 の 施 工 規 模 が

あ り 重 機 の 使 用 が 可 能 で あ れ ば 、 重 機 で の 地 拵

え と し た 方 が 簡 単 で あ り 、 ま た 徹 底 的 な 裸 地 化

が 望 め る た め 効 果 的 と 言 え ま す 。

写真－10．重機による地拵え
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播 種 方 法

裸 地 化 し た 地 表 に ク ロ マ ツ 種 子 を ば ら ま く と 、

野 ネ ズ ミ や 鳥 類 に よ り 容 易 に 見 つ か り 食 害 を 受

け る た め 、 種 子 を 埋 め 込 む こ と が 重 要 で す 。 そ

の 深 さ は ２ c m を 目 安 に し ま す 。 ま た 、 あ る 程 度

の 面 積 規 模 が あ る 場 合 は 、 施 工 地 全 面 に 種 子 を

播 き 付 け る の で は な く 、 集 中 的 に 播 き 付 け （ 巣

播 き ） す る 播 種 巣 を 、 通 常 の 5 , 0 0 0 本 植 え な ど

の 植 栽 配 置 と 同 様 に 設 定 す れ ば 、 後 の 下 刈 り 等

の 管 理 が し や す く な り ま す 。 た だ し 、 そ の 場 合

は 、 種 子 の 播 種 間 隔 が 近 す ぎ る と 動 物 に 発 見 さ

れ た と き に 全 て の 種 子 が 食 害 を 受 け る 危 険 性 が

高 ま る た め 、 種 子 の 播 種 間 隔 は ５ c m 程 度 以 上 に

離 す こ と が 無 難 で す 。

施 工 地 の 地 拵 え と 播 種 作 業 を 続 け て 行 わ な い

場 合 は 、 播 種 直 前 に 鍬 で 再 度 耕 耘 し 、 残 存 す る

植 生 の 根 が あ れ ば 取 り 除 い て お き ま す 。 次 に 、

砂 を 平 坦 に 均 し 、 所 定 量 （ 後 述 ） の 種 子 を 播 き

付 け 、 覆 土 厚 ２ c m 程 度 に 埋 め 戻 し ま す 。 播 種 巣

１ つ 当 た り 2 0 ～ 5 0 粒 播 き つ け る の で あ れ ば 、 播

種 巣 は 約 5 0 c m 四 方 の 方 形 あ る い は 直 径 約 5 0 c m

の 円 形 と す る の が 適 当 で し ょ う （ 写 真 － 1 1 ） 。

播 種 数 の 決 定 に は 、 本 格 実 施 に 先 立 ち 、 施 工

地 の 一 部 や 類 似 の 土 地 で の 予 備 的 な 播 種 試 験 を

行 っ て 求 め ら れ る 平 均 成 立 本 数 割 合 を 目 安 と す

る こ と が 理 想 的 で す 。 し か し 、 予 備 試 験 が 困 難

な 場 合 は 、 標 準 的 な 成 立 本 数 割 合 と し て ５ ～

1 0 ％ 程 度 を 見 込 む と よ い で し ょ う 。
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写真－11．播種巣による播種の手順

① 耕耘して均す、② 所定量の種子を播きつける、③ 覆土厚２cmに埋め戻す、
④ ①～③を繰り返す

① ②

③

播種巣

④

播 種 巣 方 式 と す る な ら 、 表 － ２ か ら １ 播 種 巣

当 り の 播 種 数 の 目 安 を 求 め る こ と も で き ま す 。

な お 、 予 備 試 験 で 平 均 成 立 本 数 割 合 が １ ％ に

も 満 た な い 場 合 は 、 莫 大 な 播 種 数 が 必 要 と な る

の で 、 植 栽 を 行 う 方 が 現 実 的 で す 。 ま た 丘 地 形

や も と も と 植 生 の 生 え て い な い 土 地 は 土 壌 含 水

率 が 低 く 発 芽 ・ 生 存 率 が 下 が る の で 、 局 所 的 に

種 子 を 多 め に 播 く よ う に し ま す 。

表－２．１播種巣当たりの必要播種粒数の目安

※１：予備試験で求めた平均成立本数割合

１播種巣当たり90％以上の確率で１本以上成立するものとして計算。

成立割合（％）※1 1 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

必要播種粒数 230 45 22 15 11 9 7 6 5 4 4
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播 種 後 の 管 理

発 芽 直 後 は 、 昆 虫 類 の 食 害 を 受 け や す い た め 、

昆 虫 類 の 侵 入 を 防 ぐ た め に 、 周 辺 地 で の 下 草 刈

り を 行 う と よ い で す 。 ま た 、 梅 雨 入 り 前 の 晴 天

日 や 夏 期 に お い て 、 高 温 ・ 乾 燥 状 態 が 続 く と 、

大 量 の 実 生 が 枯 死 し ま す 。 現 地 で 寒 冷 紗 に よ る

日 覆 い や 散 水 を 行 う の は 現 実 的 で は な い の で 、

現 地 調 達 が 可 能 な 松 の 枝 な ど を 利 用 し て 、 日 覆

い 処 理 （ 写 真 － 1 2 ） を す る 方 法 も 一 定 の 効 果 が

あ り 有 効 で す 。

写真－12．松枝による日覆いの例

必ずしも実生の上部を覆う必要はなく、実生の脇に添える程度で程よい日陰となる。

発 芽 後 ２ 年 目 ま で 成 長 し た 実 生 で は 、 食 害 や

高 温 ・ 乾 燥 状 態 へ の 耐 性 が 大 幅 に 高 ま っ て い ま

す 。 そ の た め ２ 年 目 以 降 の 実 生 の 減 少 は １ 年 目

よ り 格 段 に 少 な く な り ま す （ 図 － １ ） 。 播 種 後

１ 年 目 の 実 生 の 生 存 率 を 維 持 す る た め の 保 育 管

理 が 、 直 播 き に よ る 造 林 の 成 否 を 左 右 す る 上 で

最 も 重 要 で す 。
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播 種 後 ３ 年 経 過 し た 実 生 は 、 植 栽 直 後 の ク ロ

マ ツ 苗 と 苗 齢 や サ イ ズ が 同 程 度 で あ る の で 、 以

後 は 植 栽 に よ る ク ロ マ ツ 林 造 成 と 同 様 に 保 育 管

理 を 実 施 し て い け ば よ い で し ょ う 。 ま た こ の 時

点 で 、 生 存 状 況 が 良 く 複 数 の 実 生 が 密 植 状 態 と

な っ て い る 箇 所 が あ れ ば 、 優 勢 木 以 外 を 除 去 し

て １ 本 に 仕 立 て ま す 。

図－１．クロマツ実生の生存率の変化

播種後１年目において著しく生存率が低下するが、２年目以降は変化量は小さい。
１年目においては、主な生存率の低下要因と時期を示した。

写真－13．クロマツ実生の３年間生育状況

１年経過 ２年経過 ３年経過

：昆虫類による食害 ：梅雨前の乾燥 ：梅雨期の病害 ：夏期の高温・乾燥
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４．山地での広葉樹林造成

地 拵 え

広 葉 樹 は 、 樹 種 に よ っ て 天 然 更 新 の 可 能 な 場

所 が 異 な り ま す 。 そ れ は 、 種 子 の 性 質 に 関 係 が

あ り ま す 。 風 で 運 ば れ る 小 さ な 種 子 を 持 つ 樹 種

は 十 分 な 光 が 当 た る 場 所 で 、 逆 に 大 き な 種 子 を

持 つ 樹 種 で は 林 内 の よ う な 場 所 で も 更 新 す る 性

質 を 持 ち ま す 。 ま た 、 前 者 は 落 葉 落 枝 の 少 な い

場 所 を 、 後 者 は 腐 植 質 の 多 い 安 定 し た 土 壌 の 場

所 を 好 み ま す 。 し た が っ て 、 小 さ な 種 子 を 持 つ

樹 種 （ ミ ズ メ な ど ） は 、 皆 伐 地 の よ う な 場 所 で

地 表 を 裸 出 し た 条 件 で 播 種 し ま す 。 逆 に 、 大 き

な 種 子 （ ド ン グ リ 類 ） を 持 つ 樹 種 は 、 間 伐 地 で

も 皆 伐 地 で も 腐 植 質 の 多 い 土 壌 条 件 を 選 ぶ 必 要

が あ り ま す 。 こ れ ら の 中 間 的 な 大 き さ を 持 つ 樹

種 （ ミ ズ キ や サ

ク ラ 類 ） は 地 表

処 理 は 必 要 は あ

り ま せ ん が 、 少

な く と も 強 度 な

間 伐 を 行 っ た 場

所 を 選 ぶ 必 要 が

あ り ま す 。 樹 種

に 限 ら ず 、 播 種

す る 範 囲 の 雑 草

木 を 出 来 る 限 り

取 り 除 い て お く

こ と が 必 要 で す 。

写真－14．スギ林の伐採跡地での直播き

中央の裸出した部分は地表が裸出し腐植質が少ない
ため、ドングリ類の生育は難しい。こうした場所で
は、ミズメなどが望ましい。
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播 種 方 法

種 子 は 、 動 物 の 食 害 を 受 け や す い の で 、 地 面

に 埋 め 込 み ま す 。 深 さ は 、 ３ ～ ５ ㎝ を 目 安 と し

ま す 。 案 内 棒 を 使 っ て 穴 を 開 け た り （ 写 真 －

1 5 ） 、 土 が 硬 い 場 合 は 移 植 ご て で 穴 を 開 け て

（ 図 － ２ ） そ こ へ 埋 め 込 み 、 土 を 被 せ た の ち 踏

み 固 め て 密 着 さ せ ま す 。 た だ し 、 ミ ズ メ な ど 風

で 散 布 さ れ る 小 さ な 種 子 は あ ま り 深 く な ら な い

よ う に し ま す 。 １ ㎝ 程 度 の 溝 を 切 っ て 播 く か 、

予 め 土 や 砂 と 混 ぜ た 状 態 で 播 き ま す 。 播 種 密 度

は 、 ミ ズ メ は ２ g / ㎡ 程 度 を 目 安 と し ま す 。 ミ ズ

キ や サ ク ラ 類 お よ び ド ン グ リ な ど の 場 合 は 、 ２

～ ４ 個 / ㎡ を 目 安 に し ま す 。

写真－15．案内棒による播種方法

案内棒で穴を開け、種子を埋める。

そ の 他 、 種 子 を 動 物 の 食 害 か ら 回 避 す る た め

に は 、 ① 播 種 し た 周 辺 に 忌 避 剤 （ チ ウ ラ ム 剤 な

ど ） を 撒 く 方 法 、 ② 竹 筒 を 使 う 方 法 （ よ く わ か

る 石 川 の 森 林 ・ 林 業 技 術 N o . 5 参 照 ） な ど が あ り

ま す 。 埋 め 込 む 方 法 と こ れ ら を 併 用 す る こ と で 、

さ ら に 実 生 の 生 存 率 が 向 上 し ま す 。

図－２．移植ごてによる播種方法

土が硬い場所で有効である。

土の断面

落葉落枝や草などを取り除き、深さと直径が5cm程度の穴
を掘る。種子を入れて、土を埋め戻し、踏み固める。
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播 種 後 の 管 理

ス ギ 林 の 皆 伐 跡 地 で 、 ブ ナ と ミ ズ ナ ラ の 播 種

後 4 年 間 の 成 績 は 図 － ３ の と お り で す 。 実 生 の 生

存 率 は ブ ナ 3 7 ％ 、 ミ ズ ナ ラ 2 4 ％ で 、 高 さ は 両 種

と も 2 0 ㎝ に 満 た な い 状 態 で し た 。 し か し 、 周 辺

植 生 は ４ 年 間 で ほ ぼ 全 面 を 覆 い 、 高 さ も 1 8 0 ㎝

に 達 し て い ま し た 。 こ の こ と か ら 、 生 存 率 と 成

長 を さ ら に 向 上 さ せ る た め に は 播 種 後 2 ～ 3 年 に

下 草 刈 り を 行 う 必 要 が あ り ま す 。 実 生 の 発 生 時

に 、 竹 支 柱 で 目 印 を す れ ば 位 置 を 確 認 し な が ら

刈 り 払 い が で き ま す 。 他 の 樹 種 で も 同 様 に 、 生

育 状 況 を 観 察 し な が ら 管 理 す る 必 要 が あ り ま す 。

図－３．実生の発生と生存（左）および成長と植生高（右）の変化

播種数に対する発生率と生存率を示す。ブナとミズナラでは、発生パターンが異なる。
ブナは5～6月に一斉に発生し、ミズナラは8月頃まで順々に発生する。

写真－16．ブナ・ミズナラ播種後の成長経過 上段：ブナ、下段：ミズナラ
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直 播 き は 、 従 来 の 植 栽 に 比 べ 苗 の 良 好 な 生 育

と 低 コ ス ト 化 が 期 待 で き ま す 。 し か し 、 以 下 の

よ う な 短 所 も あ り 、 注 意 が 必 要 で す 。

・ 大 量 の 種 子 が 必 要

直 播 き に お け る 成 立 本 数 割 合 （ ＝ 播 い た 種 子

数 に 対 す る 生 残 苗 数 ） は 、 植 栽 に お け る 苗 畑 で

の 得 苗 率 に 植 栽 時 の 活 着 率 を 考 慮 に 入 れ て 比 較

し て も 、 こ れ に 及 び ま せ ん 。 そ の た め 、 同 じ 立

木 数 で 造 林 す る た め に 、 直 播 き の 方 が 植 栽 よ り

も 大 量 の 種 子 を 調 達 す る 必 要 が あ り ま す 。

・ 緻 密 な 環 境 整 備 が 必 要

施 工 現 地 で は 、 土 壌 水 分 量 、 養 分 量 や 日 射 量

な ど 、 環 境 条 件 が 局 所 的 に 偏 っ て い ま す 。 発 芽

し て 間 も な い 期 間 は 、 こ れ ら の 影 響 を 強 く 受 け

る た め 、 植 栽 苗 以 上 に 緻 密 な 環 境 整 備 が 必 要 と

な り ま す 。

・ 初 期 の 苗 が 小 さ い

初 期 の 苗 サ イ ズ が 小 さ い こ と か ら 、 植 生 に よ

る 被 圧 を 回 避 す る た め 下 刈 り の 必 要 性 が 高 ま る

上 に 、 見 落 と し に よ る 誤 伐 を 招 く 危 険 性 も 高 い

と 考 え ら れ ま す 。

発 芽 率 ・ 生 存 率 向 上 の た め の 技 術 開 発 に は ま

だ 課 題 が 残 り ま す が 、 現 状 で の 直 播 き は 、 種 子

調 達 や 管 理 面 を 考 慮 す る と 、 h a 規 模 と い っ た 広

大 な 施 工 地 で の 実 施 は 困 難 で あ る 考 え ら れ ま す 。

５．直播きの利用について
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 し た が っ て 直 播 き は 、 林 内 に で き た ギ ャ ッ プ

や 立 地 的 な 制 限 に よ り 大 規 模 工 事 の 実 施 が 困 難

で あ る よ う な 、 比 較 的 小 規 模 な 施 工 地 で の 造 林

や 、 補 植 の 代 替 法 と し て の 活 用 に 向 い た 手 法 で

あ る と 考 え ら れ ま す 。 あ る い は 直 播 き の 、 小 さ

な 子 供 で も 参 加 で き る 簡 単 さ や 種 子 か ら 木 を 育

て る 親 し み や す さ か ら 、 森 づ く り 活 動 の 一 環 と

し て イ ベ ン ト や レ ク リ エ ー シ ョ ン で の 活 用 に 適

し て い る と 考 え ら れ ま す 。

写真－17．ドングリ直播きのボランティア活動
（写真提供：コープいしかわ）

※「コープの森づくり」における活動状況（2010年11月7日）
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この普及資料に関する問い合わせは、最寄りの農林総合事

務所森林部または林業試験場にお尋ねください。 
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石川県林業試験場 
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